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報告書
本イヴェント開催の経緯と意義
　本学法政策研究所と学生ボランティア団
体「ひまわり」1が主催する「PANSAKUライ
ブ＆講演会」が2012年5月29日午後1時から、
白鷗ホールで開催された。またこのイベント
は小山市、野木町、小山警察署、公益社団法
人被害者支援センターとちぎ、小山地区防犯
協会、小山野木地区暴力追放連合会、小山警
察署、小山警察署被害者連絡協議会の後援を
受けて行われた。
　まず、講演者であるPANSAKUについて簡
単に紹介したい。PANSAKUは山本恵子氏
（PAN）と永吉明香氏（SAKU）が2008年に
結成した音楽デュオバンドである。メンバー
の一人、山本恵子さん（以下、PANさん）は
2004年７月に音楽の練習帰りに強盗強姦事件
の被害に遭う。犯人は現在もまだ逮捕されて
いない（2012年12月時点）。PANさんは警察
による対応で受けた2次被害、また被害後の
苦しい精神状態が周囲に充分に理解されない
という問題に悩んだという。しかしその後、
被害からどうたちあがって行くかを歌にして
「STAND」を発表し、大きな社会的関心を集
めた。以来、PANSAKUは性犯罪被害者への
支援を目的としたシンポジウム等で歌を通じ
て性犯罪被害問題への啓発を行っている2。
　一方、本学の学生ヴォランティア団体「ひ
まわり」は被害者問題を広く社会に知ってほ
しいという思いをきっかけに結成されたので
はあるが、その思いをどう効果的に達成でき
るかが彼らにとっての課題であった。被害者
の痛みを社会が知るには、被害経験者の声に
耳を傾けることがまず求められる。しかし、
被害者にその被害経験を人前で語ることを期
待することは酷であることが多い。被害体験
を語ることは被害の再体験ともなり得るし、
その話を聞いた周りの人々の対応は場合に
よっては被害者を苦しめることになるリスク
がある。被害体験を多くの人の前で話すこと
が被害者問題について社会の関心を高めるこ
とになるのだという責務を自らに課し、その
責務による負担を自分でコントロールできる
平　山　真　理　
白鷗大学法学部准教授
　　　　　　　　　　　　　
1　「ひまわり」は、2011年11月29日に小山市で開催された「犯罪被害者支援市町民のつどい」において結成された、本学学
生で組織される犯罪被害者支援ボランティア団体である。被害者による講演会やパネル展等の広報や開催時の手伝い等が
彼らの中心的活動であり、「ひまわり」の活動については小山市、小山警察署の後援を受けている。なお、同ボランティ
ア団体のメンバーには筆者の担当するゼミ生が多いこともあって、この報告書を執筆することとなった。
2　読売新聞大阪本社社会部編『性暴力』（中央公論新社　2011年）は性犯罪問題について様々な角度から取材した力作であ
るが、PANSAKUについても63−67頁で紹介されている。
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ほどに（被害から）回復し、また十分なサポー
トを周りから得られているという条件が整う
被害者でないと、このような役目は難しいの
ではないであろうか3。そのような認識から、
多くのシンポジウム等で発言しマスメディア
にも登場しているPANSAKUに講演を依頼し
たいと学生らは考えたようである。
　また、本イヴェントについてはできるだけ
多くの一般市民の人々にも参加してほしい、
という思いが「ひまわり」の学生らにはあっ
た。そのため、5月11、12日に開催された「小
山ブランドまつり」で案内チラシを配るなど
広報にも努めた。
　また、本イヴェントのサブタイトル “あな
たの一歩から” も「ひまわり」の学生らが案
を出し合って話し合いにより決めたものであ
る。このサブタイトルには、被害者をとりま
く周りの人々、もっと広く社会全体が被害者
に対し手を差し伸べ、被害者を孤立化させな
いようにしたい、そしてそのことは私たち一
人ひとりの一歩から始まるのだ、という学生
らの思いが込められている。
　さらに、学生らはPANさんが小山市滞在中
にできるだけ快適に過ごしてほしいと考え、
PANさんの好物の食べ物を事前に調べ、市内
の飲食店をリサーチしたり、好物を購入して
きてPANさんにプレゼントする者もおり、こ
れは結果としてPANさんに非常に喜んで頂
けた4。
　ところで、今回はPANSAKUのもう一人の
メンバーである永吉氏は諸事情により不参
加となったが、今回のイヴェントはバンド
「PANSAKU」としてのメッセージの発信の
場でもあり、タイトルは「PANSAKUライブ
＆講演会」とした。
「ライブ＆講演会」の模様
　本イヴェントは、平日の13時より開始、と
いう条件だったにもかかわらず、本学の学
生、本学以外の大学の学生、小山市民、他県
からの参加者等、約200名が参加して大盛況
のうちに行われた。まず開会の挨拶として、
「ひまわり」のメンバーの学生の代表が挨拶
をし、PANさんの歌を通して社会に被害者問
題を深く考えてほしいことなどが語られた。
舞台上には、来賓として小山市長代理渡辺一
男氏（小山市役所市民生活課部長）、野木町
長真瀬宏子氏、小山警察署長鬼木精二氏、そ
して主催者側を代表して河原文敬学部長、清
水正義法政策研究所長が登壇し、来賓を代表
して野瀬氏に、そして主催者側を代表して河
原学部長にご挨拶を頂いた。
　「PANSAKUライブ＆講演会」は二部構成
で行われた。以下説明する。
第一部　PANSAKUライブと
　　　　PANさんの講話
　まずは、PANさんの全身から絞り出され
るような、そして空気を突き抜けてまっすぐ
我々聴く者の心に飛び込んでくるような声で
「星の涙」が歌われた。“辛いなら泣いたって
いいよ 誰だって弱い時もある そんな君を受
けとめるから 力抜いて心開いてごらん” と
いう歌詞で始まったPANさんの歌声に聴衆
は心を揺さぶられた。その後、PANさんは
2004年に自分が受けた被害体験、警察による
対応に傷ついたこと、しかしまた配慮を持っ
て対応してくれた警察官もいたこと、被害体
験を他人に話すことについて自分の近しい
人々がそれを受け入れてくれなかったこと、
被害によって与えられた絶望や人間不信から
自分がどのように立ち上がってきたかを語っ
　　　　　　　　　　　　　
３　もっとも被害者が具体的な政策提言を行ったり、手記を発表する背景には様々な動機と意思があり、それぞれが尊重され
るべきであるから、このようには一概に断言できないのかもしれない。
４　PANSAKUブログでPANさんが小山市訪問に言及した際に、学生との交流についても楽しく語って下さった。小さなこと
ではあるかもしれないが、こういった心遣いができる学生が増えることは、彼らを指導する立場にある一教員として嬉し
いことでもある。
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て下さった。そしてPANさんは性犯罪被害者
へのメッセージ歌として紹介されることも多
い「STAND」5を力強く熱唱した。「STAND」
には “自分を責めないで あなたは悪くはな
い 自分を責めないで 心はあなたのもの あ
りのままに生きてゆこう” というフレーズが
ある。これは往々にして自分を責めてしまう
被害者（PANさんにもそういう時期があった
のだろう）にそっと寄り添い、優しく肩を抱
くようなメッセージであり、自身も被害経験
を持つPANさんだからこそ発することので
きるものなのであろう。PANさんは計４曲を
熱唱して下さった。
解説：PANさんの小柄な体からは想像もできないパワフ
ルな声、心に直接語りかけてくるようなメッセージに会
場は圧倒されっぱなしであった。
第二部　PANさんとひまわりの
　　　　メンバーの意見交換会
　第二部では、PANさんと「ひまわり」で活
動する学生の代表8名による意見交換が行わ
れた。学生らはヴォランティア活動をしてき
た中で、専門家ではない自分たちができる被
害者支援は何か、被害者にとってはどのよう
なサポートが必要だと考えるのか等をPAN
さんに質問としてぶつけた。また、「PANさ
んが被害後、一番傷ついた言葉や対応はどの
ようなものだったか」を質問する学生もい
た。このような質問はなかなか被害者には直
接聞けないがしかし重要な問いであり、どう
すれば被害者は（より）傷ついてしまうのか、
を我々周囲の人間が知っておくことは大きな
意味を持つ。PANさんはこれらの質問にも丁
寧に答えて下さった。PANさんいわく、被害
者を責めたり、落ち度があるような発言は絶
対に避けるべきだが、被害者を傷つけまいと
して「接しないでおこう、触れないでおこう」
という態度では、被害者をより一層孤立化さ
せてしまう、ということであった。大切なの
は、周りの人間が「あなたが必要とするとき
には私はいつでもここにいる」というメッ
セージを発信することである、ということで
あった。さらにPANさんは、被害者と接す
るうえで周りの人間にとって必要なのは「共
有」と「共感」であると強調された。彼女の
「（周りが）思いを共有することで（被害者の）
傷ついた心は安心します」という発言は我々
の心に強く残った。また、PANさんは（警
察官や弁護士、精神科医等の）専門家ではな
い人々や学生であっても、もちろんのこと被
害者支援において重要な役割を果たし得るの
であって、被害者に寄り添うことを意識して
支援を続けてほしい、という力強いメッセー
ジを送って下さった。このことは今後、ヴォ
ランティアとして被害者支援を行う学生らに
とっても大きな支えになるであろう。
　　　　　　　　　　　　　
5　「STAND」はチャリティーCDとして作成され、売上は全額被害者支援に寄付されている。
解説：PANさんと意見交換する「ひまわり」のメンバー代
表の学生たち
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本イヴェントを終えて
　講演会では参加者に対しアンケートを配
布し、私たち社会の一人1人が被害者の痛み
に対してどう寄り添うのかを考えてもらっ
た。アンケートの中にはPANさんが体験した
被害やその後の苦しみを聴き、これまで被害
者問題について深く考えたことがないことを
自己反省する声も多かった。また、被害者と
聞けばこれまではできるだけ触れないように
そっとする（あるいは避ける）べきだと考え
てきたが、専門家ではない自分たちにも被害
者のサポートができるのであれば、これから
は積極的に関わっていきたい、とする意見も
多くみられた。
解説：熱心にアンケートに回答して下さる参加者の皆さん
　当日は白鷗ホール横側通路（1階部分）に
おいて、社団法人被害者支援センターとちぎ
の協力のもと、「被害者支援啓発ミニパネル
展」も開催された。そこでは被害者や被害者
遺族の方々が置かれている窮状について詳し
く紹介されており、またわが国には被害者に
対するサポート体制がいかにまだ不充分かが
よくわかる内容であり、参加者も熱心に見
入っていた。
解説：「被害者支援啓発ミニパネル展」
　今回の「ライブ＆講演会」は参加者に対し
被害者問題について深く考えてもらうメッ
セージ発信の場となっただけでなく、「ひま
わり」のメンバーの学生たちにとっても、今
後学生ヴォランティアとして被害者支援にど
のようにかかわっていくかを考えるきっかけ
になったと思われる。また、イヴェントを実
現させる過程で各関係諸機関、団体の協力を
得ながら連携して進めるという経験は学生を
大きく成長させたのではないかと思う。今回
のイヴェント実現を可能にして下さった本学
法政策研究所、そして後援をして下さった関
係諸機関、団体のみなさま、そして何より心
の底からの叫びのような感動的な歌と力強い
メッセージを送って下さったPANさんに心
より感謝申し上げる次第である。
